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１．2030年までに
  達成したいこと

自社製品を通じて社会インフラ構築を支え、豊かな社会発展に
貢献する。海外拠点との相互交流を活発化し、人材の多様性を
認められる社会を目指す。産業廃棄物の抑制など、環境負荷を
軽減した循環型社会の構築にも貢献する。 ３．関連する

　ゴール

２．取組の概要

①様々な背景の人材が、相互に協力し、その能力を発揮して
　成長できるように、働きがいのある職場環境を作る。
②産業廃棄物の発生を抑制し、リサイクルに取り組むことで
　持続可能な循環社会の構築を目指す。
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(3)

５．取組結果

(1)男性の育児休業について、2022年度は目標を設定したタイミングで１名の
   取得者が出たが、その後１名の未取得者が出たため取得率50％となった。
(2)産業廃棄物の総量が2021年度と比較して117％と増えている状況。削減に
   ついて取り組み途上であること、また当社売上が前年比で11％増加し、
　 廃棄量も増加したことが要因だと考えられる。

４．主な取組の達成状況

(1)
・社内制度の周知
・厚生施設の充実
・社内研修の充実

#DIV/0!

①目標値 ②当初値 ③実績値

６．今後の課題
　　と取組

(1)育児休業制度の周知は行っているが、所属する部署によって長期休暇が
   取得しづらい現状がある。
(2)2022年度は産業廃棄物/リサイクルごみの分別ルール化など、削減方法の
   模索に終始した。今期は制定したルールの定着に加え、分別項目の
   細分化を行い、よりリサイクル回収の割合を増やしていく。

2020年度 2022年度 2023年度

連携希望 なし

問合せ先

団体名：播州電装株式会社
担当課：人事総務G
電　話：079-456-0575
メール：s.hirata@banshu.com
担当者：平田

(2)
・プラスチックごみ(ビニール紐、ラップ)等の
  分別
・制服リサイクル、社内ペーパーレス化

①目標値 ②当初値 ③実績値

産業廃棄物の
削減率

-10 ％ 12,940 kg 15,130 kg
-169%

2030年度 2021年度 2022年度 2023年度

①目標値 ②当初値 ③実績値

男性の育児休業
取得率

30 ％以上 0 ％ 50 ％
167%
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